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まず、自分を労わるために
マインドフルネス＆セルフ・コンパッション

マインドフルネス＆セルフ・コンパッションとは
岸本早苗

教員も自分を労わってこそ、学生がいきいきと学べる環境に
看護基礎教育とマインドフルネス＆セルフ・コンパッション
秋山美紀

看護師が自らを労わる大切さ
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明日からできるワーク紹介
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編集後記
プレゼンテーションはプレゼント（贈り物）から派生した言葉とのこと

ですが、相手に喜ばれるプレゼント選びはむずかしいものです。時季的
に必要そうな物や相手の趣味に合わせた物は、すでに持っているかもし
れません。なかには「贈られてうれしい物を贈れ」などという意見もありま
す。そうすると結局、プレゼントは無難な物か、贈る側の自己満足になっ
てしまうのではないでしょうか。

プレゼンテーションを自己満足で終わらせないためには、今号の特集
で先生方がおっしゃるように、聴き手とコミュニケーションをとり、きちん
と相手に届いたかを確認する必要がありそうです。ふつうは贈った物（知
識）を実際に使っているか、使い方は間違っていないかなどまで尋ねるの
は失礼にあたりますが、授業でのプレゼントはそこまでしてはじめて完了
するといえるのかもしれません。（阿部）

イチローさん、引退しましたね。『天然知能』の郡司ペギオ幸夫先生と
の対談で、社会学者の大澤真幸先生が、イチローをこう評していました。
他のバッターは、いわゆる「狙い球」を打つのに対し、イチローは「どんな
球にも反応する」準備をしている。つまり、他のバッターは、自分のなか
に答えを用意しているのに対し、イチローは予測できない外部に反応し
ようとしている。それこそが「天然知能」だ、とのこと。予測できない外部
への反応の大切さ。看護や教育にも、通じるように感じます。もちろん、

「予測して狙う」能力も大切ですが、そうした予測を外れたときにこそ試
される何かがあるのではないかと思います。

この字数ではまったく説明不明で恐縮ですが、『天然知能』おもしろ
いですよ。郡司先生は、近く本誌にご登場いただく予定です。（番匠）
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（1 部）定価：本体 1,600 円＋税
59 巻までは本体 1,500 円＋税
年間購読 好評受付中!
電子版もお選びいただけます。
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2019 年 4 月
特集

地域包括ケアにむけた教育ってなに？

実習でともに育つ学生と教員
学生・実習指導者・教員の「それぞれのリアリティ」

厚生労働省が 2025年を目途に、高齢者が可能な限り住み慣れ
た地域で自立し、自分らしい暮らしを人生の最期まで続ける
ことができるようにするという、地域包括ケアシステムの構
築を推進しています。
まだまだ定義も概念もあいまいではありますが、今後、施設
から地域へ医療の現場もシフトすることが、より一層求めら
れることは間違いないでしょう。
長年、卒後は病院勤務を念頭に置いた教育がされてきた看護
教育においては、発想の転換が必要となります。
もともと地域看護や在宅看護の学びを充実させてきた教育機
関も少なくないでしょうが、それを教える先生方の準備はい
かがでしょうか。
外部講師に頼るだけでは、地域包括ケアにむけた教育は不十
分かもしれません。
今回は、話題にはなるものの、学校・大学や教員がいかに取
り組むかはまだ模索中である地域包括ケアにむけた教育につ
いて、さまざまな立場からご意見を述べていただきます。
患者を施設から地域に帰したはいいが、それで「看護」と無関
係になってしまうことがないよう、基礎教育の時点から対応
を考えてみてください。

■地域・在宅看護教育の現状に足りないも
の─地域包括をキーワードとして 
…………………………………棚橋さつき
■地域で活躍する看護職を育てる教員とし
てできること─病院、地域で働いた教
員の経験から……………………浅井直美
■地域に貢献するたくましい看護師の育成    
まちとともに学び、まちとともに育つ
─まずは訪問看護師の活動を参加観察
することから始める…………加納佳代子
■地域社会とともにある看護師の未来─
コミュニティナースの活動の可能性 
………………………………………奥朋子
■看護と介護の連携を学生時代から学ぶ体
制の構築を………………………………… 
………益田恵子／豊田百合子／高見清美

【2019年 2月号（Vol.60 No.2）】

指定規則改正前の今こそ！
未来をみすえたカリキュラムを考える

【2019年 1月号（Vol.60 No.1）】

VR/AR/MR 
教育への応用最前線

【2018年 12月号（Vol.59 No.12）】

看護教育をとらえる新たな発想─
コンセプト・ベースド・カリキュラム

【2018年 11月号（Vol.59 No.11）】

「母性」「小児」「老年」の概念を
変える家族のダイバーシティ

【2018年 10月号（Vol.59 No.10）】

発達障害の特性がみられる
学生への理解と支援

【2018年 9月号（Vol.59 No.9）】

統合実習は
“ 統合 ” されているか？

看護教育において、実習が重要な役割を担うことは議論を
まちません。同時に、多くの先生方が特に悩まれる教育場
面も、実習指導ではないでしょうか。
実習指導は、教員が学生に教える、という 2者だけの関係
をこえて、患者やスタッフなど、多様な人間関係が織りな
すダイナミックな状況で行われています。特に、実習場の
スタッフとして学生指導に直接かかわる、実習指導者との
連携は重要です。このような複雑な状況が、実習指導にお
ける困難感の 1つの原因と考えられます。同じ患者の同じ
状況においても、学生、実習指導者、教員がその状況をど
うとらえているかは、それぞれの感覚、経験によって当然
異なります。
本特集では、学生もまた 1人の看護職であるという看護職
生涯発達学の視座から、実習をとらえ直すとともに、学生・
実習指導者・教員それぞれの「感覚的なとらえ」を考えるこ
とで、実習での困難に立ち向かうための取り組みを紹介い
たします。本特集が、先生方にとっても、実習での学び、
気づきにつながることを期待しています。

■学生の存在を、ともに学び育つ仲間とし
てとらえ直す………古都昌子／鈴木佳代
■それぞれのリアリティから考える─ 
状況についての感覚的なとらえ 
……………………………………古都昌子
■「状況についてのそれぞれのリアリティ」
から考える事例…………………大谷則子
■看護学実習のリアリティ─教員の実践
と成長……………………………鈴木佳代
■看護学実習のリアリティ─実習指導者
の実践と成長…………………鈴木真由美
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